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地域活性化の「切り札」

住んでよし、訪れてよし
持
続
可
能
な
観
光
　

課
題
①

富裕層をおもてなし

高
付
加
価
値
旅
行
　

　

課
題
②

地方への誘客拡大

訪
日
消
費
　

ま
ず
は
５
兆
円
へ

基
本
計
画

改
定
へ
　

中
期
目
標
を
議
論

（７） 第３１４８号第３種郵便物認可２０２２年（令和４年）１０月２４日（月曜日）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
水
際
措
置
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
回
復
へ
の
道
筋

が
見
え
て
き
た
。
政
府
は
、
円
安
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
引
き
出
そ
う
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
Ｖ

字
回
復
に
施
策
を
集
中
す
る
方
針
だ
。
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
の
急
回
復
が
期
待
さ
れ
る
一
方
で
、

地
方
に
お
け
る
消
費
の
促
進
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
な
ど
、
地
域
の
持
続
可
能

な
発
展
に
つ
な
が
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
在
り
方
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
現
状
や

課
題
、
政
策
的
な
対
応
状
況
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
向
野
悟
】

　
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
は
、
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
紹
介
す
る
英

語
版
の
デ
ジ
タ
ル
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｌ
Ｏ
Ｒ

Ｅ
　
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
―
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
　

Ｔ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
ｌ
　
Ｅ
ｘ
ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
ｓ
　
ｉ
ｎ

　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
―
」
を
作
成
し
た
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

も
多
言
語
で
紹
介
し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
お
け
る
最
大
の
課
題
は
、
サ

ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
持
続
可
能
な
観
光
）
へ
の
取

り
組
み
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
気
候
変
動
問
題
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
な
ど
へ
の
関
心
が
高
い
旅

行
者
層
へ
の
対
応
と
い
っ
た
観

点
と
と
も
に
、
日
本
の
観
光
立

国
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
住
ん

で
よ
し
、
訪
れ
て
よ
し
」
の
国

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
向
け

て
不
可
欠
な
視
点
と
な
っ
て
い

る
。

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
、
国
連
世
界
観
光
機
関

（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
定
義
で
は

「
現
在
お
よ
び
将
来
の
経
済
、

社
会
、
環
境
へ
の
影
響
を
十
分

に
考
慮
す
る
観
光
」
。
観
光
地

の
開
発
、
観
光
事
業
者
の
商
品

提
供
に
加
え
、
旅
行
者
の
目
的

地
・
サ
ー
ビ
ス
選
択
に
及
ぶ
考

え
方
で
、
地
域
の
文
化
や
自
然

環
境
に
配
慮
し
た
旅
行
を
通

じ
、
地
域
住
民
と
旅
行
者
の
双

方
が
豊
か
に
な
る
観
光
の
在
り

方
を
意
味
し
て
い
る
。

　
欧
米
を
中
心
に
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
関
心
は

高
い
。グ
ロ
ー
バ
ル
Ｏ
Ｔ
Ａ
の

ブ
ッ
キ
ン
グ
・
ド
ッ
ト
コ
ム
が

今
年
６
月
に
発
表
し
た
調
査
結

果（

カ
国
・
地
域
の
旅
行
者
３

万
３
１
４
人
回
答
）に
よ
る
と
、

「
今
後
１
年
間
で
よ
り
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
旅
を
心
掛
け
た
い
」

と
回
答
し
た
旅
行
者
は
世
界
で


％（
日
本

％
）。「
宿
泊
施
設

と
旅
先
ま
で
の
交
通
手
段
を
選

ぶ
際
に
、提
供
会
社
の
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
が
選
択
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
」と
の

回
答
は
、世
界
で

％（
日
本


％
）に
上
っ
た
。

　
観
光
地
域
づ
く
り
の
視
点
で

は
、
コ
ロ
ナ
前
に
一
部
の
地
域

で
起
き
た
観
光
客
の
急
激
な
増

加
に
伴
う
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
未
然
防
止
は
も
と
よ
り
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
産

業
・
文
化
の
衰
退
、
自
然
環
境

の
荒
廃
と
い
っ
た
地
域
の
存
続

に
か
か
わ
る
課
題
の
解
決
に
つ

な
が
る
観
光
の
在
り
方
と
し
て

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　
観
光
庁
は
今
年
度
、
「
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

強
化
モ
デ
ル
事
業
」
の
実
証
先

と
し
て

地
域
を
選
定
し
た
。

自
然
環
境
、
文
化
・
歴
史
、
伝

統
産
業
な
ど
を
観
光
資
源
と
し

て
フ
ル
活
用
し
、
旅
行
者
に
そ

の
魅
力
を
深
く
体
験
し
て
も
ら

う
と
同
時
に
、
地
域
の
持
続
可

能
性
に
貢
献
で
き
る
観
光
コ
ン

テ
ン
ツ
の
造
成
、
受
け
入
れ
環

境
の
整
備
を
支
援
し
、
観
光
地

経
営
に
お
け
る
好
事
例
の
創
出

を
目
指
し
て
い
る
。

　
観
光
庁
は
、
観
光
地
経
営
に

お
け
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
指
標
と
し
て
、
国
際

基
準
に
準
拠
し
た
「
日
本
版
・

持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
―
Ｄ
）
」
を
作

成
し
て
普
及
し
て
い
る
。
自
治

体
の
観
光
振
興
計
画
な
ど
で
も

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
考
え
方
が
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
ほ
か
、
宿
泊
事
業
者

や
旅
行
業
者
な
ど
が
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
か
か
わ

る
国
際
的
な
認
証
を
取
得
す
る

動
き
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
が
、

高
付
加
価
値
旅
行
の
推
進
、
高

付
加
価
値
旅
行
に
対
応
し
た
観

光
地
域
づ
く
り
だ
。
高
付
加
価

値
旅
行
と
は
い
わ
ゆ
る
「
富
裕

層
」
「
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
層
」

の
旅
行
で
、
訪
日
旅
行
中
、
特

に
地
方
滞
在
中
に
お
け
る
消
費

を
拡
大
さ
せ
る
施
策
と
し
て
重

要
視
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
前
の
２
０
１
９
年
の

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
３
１

８
８
万
人
、
そ
の
消
費
額
は
４

・
８
兆
円
だ
が
、
観
光
庁
に
よ

る
と
、
１
人
当
た
り
の
着
地
で

の
消
費
額
が
１
０
０
万
円
以
上

だ
っ
た
高
付
加
価
値
旅
行
層
は

旅
行
者
数
全
体
の
約
１
％
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の

消
費
は
全
体
額
の
約

・
５
％

を
占
め
て
い
る
。
消
費
先
は
大

都
市
圏
で
の
買
い
物
な
ど
が
多

く
、
地
方
で
の
消
費
が
少
な
い

こ
と
が
課
題
だ
。

　
高
付
加
価
値
旅
行
に
対
す
る

取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
と
、

観
光
庁
は
今
年
５
月
、
施
策
の

方
向
性
を
示
す
「
地
方
に
お
け

る
高
付
加
価
値
な
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
地
づ
く
り
に
向
け
た
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

た
。
統
一
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
に

基
づ
き
面
的
に
宿
泊
施
設
や
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
整
備
す
る
必

要
性
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
関

係
者
の
連
携
構
築
と
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
（
総
合
計
画
）
の
策
定

を
重
視
。
流
通
や
商
品
造
成
、

お
も
て
な
し
に
関
す
る
専
門
人

材
の
育
成
、
宿
泊
施
設
の
整
備

に
関
わ
る
資
金
確
保
な
ど
も
検

討
課
題
に
挙
げ
た
。

　
観
光
庁
は
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
踏
ま
え
、
今
年
度
内
に
全

国

カ
所
程
度
の
モ
デ
ル
観
光

地
を
選
び
、
施
策
を
集
中
的
に

投
入
す
る
。
モ
デ
ル
観
光
地
の

選
定
に
お
い
て
は
、
①
世
界
的

な
評
価
が
得
ら
れ
る
地
域
資
源

の
存
在
②
高
付
加
価
値
な
観
光

地
づ
く
り
に
関

す
る
地
域
に
お

け
る
ビ
ジ
ョ
ン

の
共
有
、
推
進

へ
の
機
運
③
施

策
の
効
果
が
最

大
化
さ
れ
る
よ

う
な
連
携
の
確

立
―
な
ど
が
重

視
さ
れ
る
。

　
日
本
政
府
観

光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
）
で
も
、
組
織
横
断
的
に
取

り
組
む
部
署
と
し
て
、
今
年
１

月
に
「
高
付
加
価
値
旅
行
推
進

室
」
を
設
置
し
て
い
る
。
高
付

加
価
値
旅
行
に
対
応
し
た
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
の
収
集
、
国
内
関

係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
商

談
会
へ
の
出
展
な
ど
を
通
じ
た

海
外
セ
ー
ル
ス
の
強
化
、
効
果

的
な
情
報
発
信
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
復
活
さ
せ

る
上
で
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
っ
て
い
る
の
が
、
「
消
費
」

と
「
地
方
」
だ
。
政
府
が
「
観

光
は
地
域
活
性
化
の
切
り
札
、

成
長
戦
略
の
柱
」
と
強
調
し
て

い
る
通
り
、
地
方
誘
客
、
地
方

で
の
消
費
拡
大
を
通
じ
て
、
地

域
と
国
の
持
続
可
能
な
発
展
を

実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
◆
　
　
　
◆

　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が

急
速
に
進
む
地
域
で
は
、
観
光

交
流
の
拡
大
に
よ
る
経
済
効
果

の
波
及
が
期
待
さ
れ
る
。
コ
ロ

ナ
前
の
２
０
１
９
年
の
デ
ー
タ

で
見
る
と
、
定
住
人
口
１
人
当

た
り
の
年
間
消
費
額
は
１
３
０

万
円
。
定
住
人
口
の
減
少
に
対

し
て
、
こ
れ
を
旅
行
消
費
で
補

う
に
は
、
国
内
宿
泊
旅
行
者
で

は

人
分
が
必
要
に
な
る
が
、

訪
日
外
国
人
旅
行
者
で
は
８
人

分
で
埋
め
合
わ
せ
ら
れ
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
行
消
費

は
、
外
貨
を
獲
得
す
る
と
い
う

意
味
で
は
「
輸
出
」
に
相
当
す

る
。

年
の
訪
日
外
国
人
旅
行

消
費
額
４
・
８
兆
円
を
製
品
別

の
輸
出
額
と
比
較
す
る
と
、
自

動
車
の

兆
円
、
化
学
製
品
の

８
・
７
兆
円
に
次
ぐ
３
番
目
に

位
置
す
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
を
成
し

遂
げ
れ
ば
、
日
本
の
経
済
成
長

を
け
ん
引
す
る
基
幹
産
業
に
な

り
得
る
。

　
コ
ロ
ナ
前
に
も
地
方
誘
客
の

必
要
性
が
認
識
さ
れ
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
恩
恵
を
各
地
に
行
き

渡
ら
せ
る
国
の
施
策
、
地
域
そ

れ
ぞ
れ
誘
客
の
取
り
組
み
が
実

施
さ
れ
て
き
た
。
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
が
年
間
１
９
７
４
万
人
だ
っ

た

年
に
は
、
地
方
部
（
三
大

都
市
圏
以
外
）
を
訪
れ
た
旅
行

者
は
１
０
２
０
万
人
で
そ
の
消

費
額
は
７
５
８
３
億
円
だ
っ
た

が
、

年
に
は
１
８
４
０
万
人

に
増
加
し
、
消
費
額
も
１
・
２

兆
円
に
増
え
る
成
果
を
上
げ

た
。

　
地
方
部
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

消
費
は
増
加
し
た
が
、
全
国
津

々
浦
々
を
潤
す
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
地
方
で
の
消
費
を

拡
大
す
る
に
は
、
滞
在
日
数
の

増
加
、
高
額
な
消
費
を
促
す
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
整
備
が
欠
か

せ
な
い
。

年
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
消
費
の
費
目
別
構
成
比
を
見

る
と
、買
い
物
代
が

・
７
％
、

宿
泊
費
が

・
４
％
、
飲
食
費

が

・
６
％
、
交
通
費
が

・

４
％
、
娯
楽
等
サ
ー
ビ
ス
費
が

４
・
０
％
。
特
に
、
野
外
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
文
化
体
験
な
ど

を
含
む
娯
楽
等
サ
ー
ビ
ス
費
の

消
費
が
少
な
い
と
さ
れ
、
コ
ン

テ
ン
ツ
造
成
へ
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
富
裕
層
を
誘
客
対
象
と
し
た

高
付
加
価
値
旅
行
や
、
自
然
、

文
化
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
体

験
す
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ト

ラ
ベ
ル
の
推
進
を
政
府
が
重
要

視
す
る
理
由
も
、
地
方
で
の
消

費
拡
大
と
い
う
狙
い
が
あ
る
た

め
だ
。
観
光
庁
も
モ
デ
ル
事
業

や
補
助
事
業
の
施
策
を
投
下

し
、
高
付
加
価
値
旅
行
や
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ト
ラ
ベ
ル
の
成

功
事
例
を
創
出
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

　
　
　
◆
　
　
◆

　
訪
日
外
国
人
旅
行
消
費
額

は
、
旅
行
者
数
の
増
加
、
免
税

制
度
の
拡
充
な
ど
で
増
加
を
続

け
、

年
に
過
去
最
高
の
４
・

８
兆
円
に
達
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
を
受
け
て
、

年
に
は
７
４

４
６
億
円
、

年
に
は
１
２
０

８
億
円
に
減
少
し
た
。
岸
田
文

雄
首
相
は

月
３
日
、
臨
時
国

会
の
所
信
表
明
演
説
で
、
円
安

の
メ
リ
ッ
ト
を
引
き
出
し
、
訪

日
外
国
人
旅
行
消
費
額
を
年
間

５
兆
円
超
に
す
る
目
標
を
掲
げ

た
。

　
岸
田
首
相
は
、

月

日
に

開
い
た
観
光
立
国
推
進
閣
僚
会

議
で
も
、
５
兆
円
超
の
実
現
に

向
け
て
、
関
係
省
庁
の
政
策
を

総
動
員
し
、
集
中
的
な
政
策
パ

ッ
ケ
ー
ジ
を

月
末
ま
で
に
策

定
す
る
よ
う
指
示
し
た
。ま
た
、

世
界
的
に
旅
行
需
要
の
回
復
が

見
込
ま
れ
、
大
阪
・
関
西
万
博

が
開
催
さ
れ
る
２
０
２
５
年
を

目
標
年
次
と
し
て
、
新
た
な

「
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
」

を
策
定
す
る
こ
と
も
表
明
し

た
。

　
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画

は
、
観
光
立
国
推
進
基
本
法
に

基
づ
き
、
３
～
５
カ
年
の
中
期

計
画
と
し
て
目
標
や
施
策
の
方

向
性
が
位
置
付
け
ら
れ
る
。
計

画
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
２
カ

年
の
空
白
が
あ
る
が
、

～


年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
新
た

な
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
た

議
論
が
再
開
さ
れ
る
。

　
政
府
が

年
３
月
に
策
定
し

た
中
長
期
構
想
「
明
日
の
日
本

を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
」
に

は
、
２
０
３
０
年
に
訪
日
外
国

人
旅
行
者
数
６
千
万
人
、
そ
の

消
費
額

兆
円
な
ど
の
目
標
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
目
標
は
現
政

権
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
た

だ
、コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
を
含
め
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
見
え
て
き
た
中

で
、
新
た
な
観
光
立
国
推
進
基

本
計
画
に
ど
の
よ
う
な
方
針
、

目
標
、
施
策
を
盛
り
込
む
の
か

検
討
の
行
方
が
注
目
さ
れ
る
。

　
２
０
０
３
年
の
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ

ャ
パ
ン
（
訪
日
旅
行
促
進
）
事
業

の
ス
タ
ー
ト
、

年
の
観
光
庁
の

設
置
、
査
証
（
ビ
ザ
）
の
要
件
緩

和
、
免
税
制
度
の
拡
充
な
ど
を
経

て
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は
７

年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
、


年
に
３
１
８
８
万
人
に
到
達
し

た
。

年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
が

予
定
さ
れ
、
政
府
の
目
標
と
し
て

掲
げ
ら
れ
て
い
た
４
千
万
人
も
視

野
に
入
っ
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染
拡

大
で
大
幅
な
減
少
を
記
録
し
た
。

　

年
２
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ

へ
の
水
際
対
策
が
強
化
さ
れ
、
訪

日
外
国
人
旅
行
者
は
実
質
ゼ
ロ
と

な
っ
た
。

年
の
年
間
値
は
前
年

比

・
１
％
減
の
４
１
２
万
人
に

と
ど
ま
っ
た
。

年
も
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
は
収
束
せ
ず
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
１
年
の
延
期
を
経
て
開
催
さ
れ

た
が
、
原
則
、
無
観
客
で
大
会
関

係
者
や
メ
デ
ィ
ア
以
外
の
外
国
人

は
訪
日
で
き
な
か
っ
た
。
水
際
対

策
も
継
続
さ
れ
、

年
の
年
間
値

は
前
年
比

・
０
％
減
の

万
人

に
落
ち
込
ん
だ
。

　

年
に
入
る
と
、日
本
で
も
感

染
防
止
対
策
と
社
会
経
済
活
動
の

両
立
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、５
月
に
は
、岸
田
文
雄
首
相

が
、他
の
Ｇ
７（
主
要
７
カ
国
）諸

国
並
み
に
水
際
措
置
を
緩
和
し
、

円
滑
な
入
国
を
可
能
に
す
る
考
え

を
表
明
し
た
。こ
れ
を
受
け
て
訪

日
観
光
も
再
開
に
動
き
だ
し
、観

光
庁
は
５
月
下
旬
に
実
証
事
業
と

し
て
小
規
模
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア

ー
の
受
け
入
れ
を
実
施
し
た
。

　
観
光
庁
は
、
旅
行
・
宿
泊
事
業

者
向
け
に
訪
日
観
光
の
受
け
入
れ

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

し
た
上
で
、
６
月

日
か
ら
添
乗

員
付
き
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
訪

日
を
可
能
に
し
た
。
さ
ら
に
９
月

７
日
に
は
、
旅
行
会
社
な
ど
を
受

け
入
れ
責
任
者
に
添
乗
員
な
し
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
も
認
め
た
。

入
国
者
・
帰
国
者
数
の
１
日
当
た

り
の
上
限
も
６
月
に
２
万
人
に
引

き
上
げ
、
さ
ら
に
９
月
に
は
５
万

人
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

　
６
月
以
降
、
観
光
目
的
の
入
国

が
再
開
さ
れ
た
が
、
個
人
旅
行
の

停
止
措
置
、
ビ
ザ
の
取
得
義
務
な

ど
が
訪
日
の
障
壁
と
な
り
、
観
光

目
的
の
入
国
は
６
月
が
２
５
２

人
、
７
月
が
７
９
０
３
人
、
８
月

が
１
万
８
２
６
人
に
と
ど
ま
っ

た
。
観
光
目
的
以
外
の
入
国
を
含

む

年
８
月
の
訪
日
外
国
人
旅
行

者
数
（
推
計
値
）
を
見
て
も
、


年
同
月
比
５
５
５
・
２
％
増
の


万
人
で
、
水
際
対
策
の
緩
和
で
月

間

万
人
を
超
え
る
の
は
４
月
以

来
、
５
カ
月
連
続
と
な
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
前
の

年
同
月
比
で
は


・
３
％
減
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活

に
は
程
遠
い
水
準
だ
っ
た
。

　
欧
米
を
中
心
と
す
る
国
際
的
な

往
来
の
再
開
、
国
内
経
済
界
か
ら

の
強
い
要
望
を
受
け
て
、
政
府
は

よ
う
や
く
水
際
対
策
の
大
幅
緩
和

に
踏
み
切
っ
た
。

月

日
か
ら

観
光
目
的
の
個
人
旅
行
を
解
禁

し
、

カ
国
・
地
域
か
ら
の
短
期

滞
在
の
ビ
ザ
免
除
措
置
も
再
開
し

た
。
１
日
当
た
り
の
入
国
者
・
帰

国
者
数
の
上
限
も
撤
廃
。
ワ
ク
チ

ン
３
回
目
接
種
証
明
、
ま
た
は
出

国
前

時
間
以
内
の
検
査
の
陰
性

証
明
の
提
出
義
務
は
残
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
ら
を
除
く
と
、
出
入
国

の
状
況
は
新
型
コ
ロ
ナ
前
の
状
態

に
ほ
ぼ
戻
っ
た
。

　
水
際
対
策
の
大
幅
緩
和
を
受
け

て
、
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
旅
行
先

と
し
て
の
日
本
へ
の
注
目
度
が
一

気
に
高
ま
っ
た
。
地
方
空
港
を
含

め
て
国
際
線
の
路
線
、
便
数
も
戻

り
始
め
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
前

に
訪
日
客
の
約
３
割
を
占
め
て
い

た
中
国
は
「
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
」

を
維
持
し
て
お
り
、
当
面
、
訪
日

客
数
の
回
復
は
見
込
め
そ
う
に
な

い
が
、
円
安
が
追
い
風
と
な
っ
て

お
り
、
多
く
の
市
場
で
訪
日
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
は
急
回
復
の
局
面
に
入

っ
て
い
く
と
み
ら
れ
る
。


